
（2018 ～ 2022年度）

平成 30 年 1 月

松 戸 市

第3次

松戸市地域福祉計画
あなたが主役　～参加と支え合いのまちを目指して～













第１章

計画の概要

１.　第３次松戸市地域福祉計画の基本的な考え方

２.　松戸市地域福祉計画の位置づけ

３.　第３次松戸市地域福祉計画の期間

４.　地域福祉を推進するための基本単位〔圏域〕

【松戸市の位置と面積等】

※各章冒頭に掲載されている写真は、「ようこそ！松戸へ　松戸観光マップ」

　に準じています。

【松戸の梨】

松戸市は梨の名産地です。市内にはたくさんの梨園があります。

9月頃には甘くて美味しい梨が楽しめます。
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第２章

計画の現状と課題

１.　地域福祉施策の進捗評価

　　（１）地域団体の取り組みの把握

　　（２）行政における進捗状況調査

　　（３）地域福祉計画に関連する市民意識調査

２.　各調査から考える地域福祉の現状と課題

【松戸神社】

市内を代表する神社で、夏には近くで坂川献灯まつりが開催され、冬には河津桜が

きれいです。

～さらなる地域福祉の推進のために～
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第３章

地域福祉社会の展望

１.　本市の今後の社会的状況

２.　第３次地域福祉計画施策の体系

３.　第３次松戸市地域福祉計画の重点項目

【本土寺】

1277 年に建てられた寺で、広い敷地内は

６月にはアジサイやハナショウブ、11 月末

には紅葉が美しいです。
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第 4章

安心して暮らせるまちづくり

１.　地域での防災・避難行動要支援者の避難支援体制づくり【推進項目】

２.　快適な生活環境づくり

３.　地域での防犯・安全対策

４.　障壁のないまちづくり

５.　健康づくりの推進

６.　地域医療の充実

７.　相談支援・情報提供の充実

８.　地域包括ケアシステムの構築

９.　生活を守る権利擁護の普及

10.　生活困窮者の自立支援

11.　利用者本位のサービスの提供・福祉サービスの質の向上

【東漸寺】
1481 年に建てられた寺で、春には樹齢

300年のしだれ桜がきれいに咲きます。

基本目標１

～困ったときは、誰もが助け合える地域に～

取り組み課題
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第 5章

自立と参加の促進

１.　制度ボランティア活動の推進

２.　生涯学習の推進

３.　就労の支援

４.　地域福祉推進のための担い手の育成【推進項目】

５.　障害者の自立した地域生活の支援

６.　当事者団体への支援

基本目標２

～参加と支え合いの福祉のまちづくり～

取り組み課題

【矢切の渡し】
昔から江戸川を渡るために使われている渡船。

映画などに数多く使われています。

松戸市食育シンボルキャラクター

ぱくちゃん
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第 6章

支え合い共に生きるまちづくり

１.　ボランティア活動・ＮＰＯ活動への支援

２.　社会福祉協議会・地区社会福祉協議会の充実、強化

３.　地域での支え合い活動の推進 【重点項目】

　　～孤立させない地域づくり～《声かけ・見守りの推進》

４.　子どもや高齢者、障害者等への虐待・暴力の防止

５.　地域での交流・ふれあいの場づくり【推進項目】

６.　子ども・子育て支援

基本目標３

～独りぼっちをつくらない、顔の見える地域に～

取り組み課題

【柳原水閘】
1904 年に作られたレンガ造りの水門で、

土木遺産に認定されています。
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第 7章

福祉文化の創造

１.　心のバリアフリー

２.　世代間交流

３.　福祉教育の推進 

４.　ふるさとづくりの推進【推進項目】

基本目標４

～全ての人を柔らかく包み込む　優しい都市 (まち ) に～

取り組み課題

【松戸市立博物館】
【縄文の森の復元竪穴住居】

【昭和 37 年常盤平団地再現展示】

松戸の昔のことや、地域のお祭りに関する展示があります。
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第 8章

計画の推進

１.　推進体制の確立

２.　地域資源の充実・育成

３.　財源の確保

４.　計画の進捗管理・評価

～支え合う心を育み、豊かな地域社会をつくる～

【萬満寺】

1256 年に建てられた寺で、入口の仁王尊は国の重要文化財で、大変貴重です
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資料編・用語集

１.　統計資料

２.　各種調査の詳細

３.　地域福祉サロン～困ったときはお互いさま～

４.　パブリックコメントの実施状況

５.　計画策定の経過
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